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多数決ルールが選ばれない状況があることを示している。この結果は、Barbera and Jackson の結果が人々の「参加
の自由」という要因に対して頑健性を持っていないことを示唆するものである。 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本論文は、交渉問題におけるメカニズム・デザイン論に新たな視点を導入し、これまで否定的な結果ばかりが出て
いた買収による操作不可能なメカニズムの設計に関して肯定的な結果を導いた点が高く評価できる。また、これまで
のメカニズム・デザイン論においては、非介入性条件固有の意味を考察した研究は無かったため、本論文の存在意義
は高い。さらに、これまでメカニズムの選択過程を明示的に描写した上でモデル分析した研究は少なく、本論文はそ
の考察において補完的な知見を与している点で価値がある。以上より、本研究は博士（経済学）の学位を授与するの
に十分ふさわしいと判断する。 
